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FaceandCommunication

II.DevelopmentandFace

ToshioUtena

Facialexpressions.areconceivedasafocusofsituationinwhichpeopleencounter

others.Theassessmentofstagesinpsycho-socialdevelopmentmaybewellbasedon

changeoffacialbehaviorsofinfants.The3-months-oldcombinesbabblingwith

facialbehaviorsrelatedtosomeaspectsofthephysicalandsocialenvir�ment.

Thefirstopportunityforaninfanttomanifestcomprehensionofreferentialfacial

expressions.isthemomentwhenitcanlookitsmotherintheface.Themother

leansonands面1esatherinfanttomonitorthelaughingoftheinfant.It.seems

tobethat-theinfant'slaughisbasedontheidentificationwithitsmotherand

themother'slaughisimitatedbyherinfant.

Thec・9・itign・f .th・.珥 ・th・r'・facem・y・v・1・ ・i・t・th・phy・i・9・ 啣 ・ 飴 ・cepti・n

andthenthe-moredifferentiatedperceptionoftheenvironment.Thecognitive

processesininfantsarenotindependentofsocialcompetenceandontheother

hand,they-arestrongly.influencedbyfamily,intimateindividualandsocialex-

perience.

Thedrawingofhumanfac馘rawedbyachildisbasedontheimagetoparents. ,

Theimagehappens .withinarelationshiptoparentsindailylif饌ndhasacertain

meaningforthechildwhichispresentedinthedrawing.

.1.乳 児.の 表 情

出会い が真に出会い としての意味 をもつのは,

そ のよ うに受け≧めることのできる自我が芽生

える青年期においてであ.る.し か し当人の.意識

を超 えて人生 そのものの発展 を促す 出会い.まで

目を向け るな ら,そ れは新生児 の時か ら始ま っ

ている と言 える.こ れ を子 どもの顔 と表情の変

化 を軸 に.顧みてみ よう.

まず表情変化の様相 を概観 してみ よう。、乳児

の..場合,情 緒の表現は最初は表情 のみ.なうず身

体全体 の興奮 と.しZ認 め られ るが,3ヵ 月を過

ぎる頃か ら快 ・不快の分化が始ま り,6カ.月 に

塗れば怒 り・謙悪 ・恐怖な ど,12ヵ 月で愛情 ・
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嫉妬 な どの情緒 も表れ,基 本的情緒 の表 出形態

が終わるとされている.し か しこの分化の過程

でも外的な刺激が同時に作用 している.泣 きわ

めきの中で怒 りと恐怖 を見分けて別個の反応 を

す る母親 の存在,快 感 を示す とさらにそれを促

す周囲の人 々のはた らきかけが一つの条件にな

っている.

誕 生か ら満1歳 まで とされ る乳児期の主要課

題は母親 との信頼関係 の形成 と自律性の芽隼 え

である.こ の一年は,母 親の温かい愛情に包 ま

れて育つこ とが何 よ りも大切であ り,皮 膚 と皮

膚の接触でその愛情が具体的 に表 されることが

必要 である.こ れによって培われる信頼関係は

その後 の子 どもの人格発達にとっても重要な意

味 をもつであろう.

乳 児はまず母親にまなざしを向ける。抱かれ

なが ら母親 と互いに見合 っている.動 くものが

まな ざされるのは生後1カ 月 ぐらいからである

とい うが,肌 と肌を触れ合 ってい る母親の目の

動 きがその前提にな ってい るだろラ.3ヵ 月に

もなる と明らかに相手に応 じて微笑す るよ うに

なるがそのペ ースは母親の微笑 の反射的な模倣

だろう.よ ζ言われる舌出.し,の樺倣 と同様 な状

況である.興 味深いのは,最 初に動 くものがま

塗ざされ ると、して もその動 くものか ら母親 とい

う持定の人物 一 あう意味でなモノ■の面をもつ

常態的一静止的 な対象が抽き出 されて くるこど

である.

5ヵ 月にもなる と手 をのば して物 に触れ るこ

とで物への認知が発展 してくる.そ してほぼ一

年 を経 て歩行が始まるとさらに周曲の事物への

関わ りが増大 して くるし,視 力も一段と発達 し

てその子な りの世界が次第に明瞭になって くる.

また6ヵ 月頃か らは単に母親や周囲のはた らき

かけばか りでな く,乳 児 の側か らの身体 ご との

動 きと発声 と相手の顔へのまなざしとが共応 し

て行われるようにな り,明 らかに自発的な動作

が 目につ くようになる.

10ヵ 月 にもなれば乳児同士の間で も横の関係

のみでな く上下関係のや りとりも可能になる と

い う.

2歳 以後の幼児期の情緒 の特徴は興奮 しやす

く冷めやすい とい うことである.し ば しば癇癪

を起す子 どもも見出だ される.し かし5歳 にな

ると成人に見 られる情緒 の基本型が出揃 うよう

である.恐 怖心 をもつこ とは乳児期よ り多いが,

これは知能の発達 による前 もっての危険 を感 じ

る能力 と関係があるだろ う.し か し年齢 ととも

に恐れは漸減する.以 前 に恐れた ものを恐れな

くなるのは成人の指導による面が大きいが,成

人(と くに母親)の 態度 で不必要ない しは過剰

な恐れを抱 くこともあるから注意が要 る.

児 童期になると情緒の表出の仕方のみな らず

表 出の原因になる刺激の種類 も幼児期 と違 って

くる.た とえば怒 りに関してみると,乳 児期の

全身的表出行動か ら個hの 情緒表現にともなう

特定の形の表 出に移 る幼児期 を経てさ らに局部

的な表現にな り,単 に顔 をしかめる とか睨みつ

けるな どに変わ って くる.相 手に対す る直接的

な身体的攻撃 も減 って言葉 を用いて悪 口を投げ

合 うよ うに、なる.こ れは幼児的行動を恥 とする

自我の発達に負 うものである,た だしこれは場

面に よって差異があ り,家 庭 での兄弟喧嘩では

小学校高学年 まで手 をあげることがある.ま た怒

りを発す る原因 も身体攻撃や直接的な眼前の人

物か らの悪 口な どばか りでな く間擦的な噂話や

社会的記事 にまで拡大 してゆ く.こ うして青年
r

期 ・成人期に至れば,社 会的知識 と自我意識 ・

自我統御力は一段 と高ま り,怒 りを感 じても顔

には表 さないとい うことになるのである.

以上ゐ概略の発達経過 を踏 まえな炉 ら子 ども

の顔面 の動きの推移 を一層細か くとらえてみよ

う.顔 の表情に注 目しなが ら,そ れを含む さま

ざまな身体活動=身 振 りについて考 えるのは幼

児の心理のみな らず成人の心理に とっても有意

義である.成 人の示す非言語的行動の中に乳児

期か ら児童期にかけて形成された身振 りの痕跡

が認 め られ ること,む しろそれ らが基盤 とな っ

て成人の行動が現れてい るか らである.実 は従

来か らこの種の乳幼児 ・児童心理学的研究は数

多 く見出だせるが,と くにここでは子 どもの顔

や表情の変化が他の身振 り,そ の子のおかれた

状況,そ して対人関係 と密接に連関する点を中

心に記述してゆ く.

新 生児 に見 られる出生直後の微笑反応は外か

らの刺激なしに自発す るとされているが,3カ
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月頃になると母親の笑顔を見る とい う,視 覚刺

激に対 して明 らかにしかも頻繁 に微笑 を示すよ

うになる.そ して高橋(1973)に よる と,顔 の

絵のモデルに対 しても,目,鼻,口 と正 しい位

置のものには最 も良 く反応 して微笑む とい う.

しかしこのような過程 も自発反応の時期か らの

母親の側か らの絶 えざるまな ざしや笑いかけが

潜在的刺激 としてはた らいていることによるで

あろ う.そ してこの関係は母 と乳児 をめ ぐる諸

他の人間関係,例 えば同胞 との問でも見 られ る.

あ る3ヵ 月児は4歳 の姉が周囲で友達 と飴 をし

ゃぶ ってい る時に涎をた らしたが,翌 日,友 達

な しの場 で飴 もしゃぶ らず,姉 が顔 を寄せてき

た際に涎を出したのである.こ れは顔だけが単

に条件刺激 にな ったとい うよ りその乳児 と姉 の

日頃の関係 が素地 にな っていたといえるだろ う.

顔 は とくにそ うした全状況の象徴的役割 を果た

す ようだ.実 際,乳 児の顔面 の動きと認知 と外

界への関わ りの間には どれが先で どれが後 とい

えないような相互作用が生 じているのである.

こ の状況は さらに児童期 にな ってか らも影響 を

与 えてい る.大 山(1992)に よれば,5歳6カ

月程の子 どもについて顔写真 を用いての再認の

研究では笑顔 の表情で提示すると再認率が向上

し,こ れは顔 の既知性や提示方向に無関係であ

ったとい う.笑 顔か ら受ける印象は人物の人格

的 な側面 を推測 させるか らだろ うと大山は解釈

している.

ところで,従 来の研究か らFeyereisen,P.

&Lamoy,・J-D.(1991)は 乳 児 と母 親 の

まなざしのや りとりを次のようにまとめている.

初 めに母親 が乳児めまな ざしの方向についてゆ

き,そ れに追随す るよ うに乳児が母親のまなざ

す方向へ身体 を向ける.こ れは2ヵ 月か ら4カ

月の頃の子 どもの一部に生じるが,1年 になる

とすべての子 どもが母親 のまな ざす方向をまな

ざすようになる.こ の過程の最初の段階では母

親は乳児の顔 を覗 き込む ようにかがんだ りして

子 どもの動 きをモニタ ーする姿勢をとるのであ

る.実 際,こ の頃の乳児ではまだ視野が限 られ

ていて,そ の範囲で母親 のまなざしについてゆ

けるのである.

未知の人の認知は6ヵ 月で生 じ,人 見知 りは

8ヵ 月で始 まるとされているが,こ れにも2カ

月頃からの自分の手や身体への注意か ら母親 の

身体への注意への移行が前提にな ってい る.す

なわち母親 に抱かれ,母 親 と皮膚的に接触 して

いる間に,自 分の身体へのまな ざしが母親への

それへと移 り,母 親の身体の動き と分離の場で

他者を認めるようになるのは極 く自然な成 り行

きだろう.滝 浦(1978)は 自己の身体の意識 の

中に 「〈おのれに対 して外側か ら視点をとるこ

と〉が胚胎し,そ れによって同時に 自他の触覚

的癒合性が破れ,他 人がまさに他者 として視覚

的に知 られることに もなるのである」 と述べて

い る.

しかしこの年齢段階においては真に他者や他

の物 を客観視できるわけではな く,他 方ではい

ぜん として自他の未分化が続いている点にも併

せて留意 しなければな らない.2歳 頃か ら始 ま

るとされ る相貌知覚についても,乳 児期におい

て玩具を詆めることで物 の形状 を認知す るとい

う感覚的な行動 とのつなが りが推定 され る.乳

児期では四角なおしゃぶ りに慣れれば,お しゃ

ぶ りは四角なもの と認知 して丸いおしゃぶ りを

拒む場合があるように,外 界 の物 との関わ りに

おける自己の感覚運動のあ りよ うがそのまま物

の意味や特性になるわけだが,こ れは幼児期に

な って横に倒れた コップは自分が横に寝 るこど

でまさに リアルに捉 えられて 「コップが くたび

れて可哀そう……」になるといえるだろう.

上 記のごとく相貌知覚 とは事物 を客観的に見

ないで主観のままに捉 えることである.周 囲の

世界があたかも生命をもっているかのように知

覚す るのである.こ れ を原始人のアニ ミズムに

なぞ らえることもある.だ が こうした知覚 もそ

の成立過程 を推理する と母競
、とρ開係が基盤に、

なっているようにみ える。乳児にとって母親bミ

すべてであ り,母 親は自分で あ りジ世界であ り,

母 の顔は世界の顔であ った.も し世界の顔が母

親の顔であるな ら,や がて子 どもが自分の回り.

の環境に注意 を向けるようにな った時,そ こに

"顔"を 見 るのも成 り行きで ある
.

も し十分に母親の顔が乳児の心に定着 してい

たな ら,そ れは両者 の間にしっか りとした関係

が成立 していたことを裏書きしている.乳 児は

一23一



r人間科学研究』文教大学人間科学部 第15号1993年 臺 利夫

母親 の顔 のイメージとともにこの関係をその存

在の全体で受け止めたはずである.こ うして幼

児 がある状況に置かれ、関わった時、おそ らく

当の状況を"顔"と して直観的に受け止め,状

況が自分を拒むように"怒 っている"か,差 し

招 くよ うに"笑 っている"か がわか るだろう.

このよ うにしてその場の関係 を具体的には っき

りと把握できることはその子 の発達に とって意

味 があるこ となのだ.一 例をあげよう.雨 上が

りの午後,2歳 にな ったばか りの子 どもが近所

の郵便 ポス トまで葉書を出しに行 く父親 につい

てい った.ポ ス トまでの途中 に小公園があ り,

そ の子のお気に入 りの滑 り台がある.以 前に同

様なことがあった時,滑 り台にへば りついてし

ま って父親 が困 った ことがあった.と ころがそ

の 日は公園の前まで くると,そ の子は園内をチ

ラッと見なが ら,回 らない舌で 「滑 り台さんが

ビシ・ビシ 。しているか らダ～ メ」と自分で言

いなが ら通 り過 ぎて行 った.こ のような子 ども

の関係把握は父親はそれまで気づかなかったこ

とだ った。この子は 自分 と滑 り台の間柄に絡む

所与の状況 をおそらく"顔 一 表情"を 見 るよ

うにまたた く間に全体的に掴んだのである.こ

うした理解の仕方はこの時期 までは認 められな

か った.か ような関係把握 の度合いが母子関係

を素地にす るとすれば,そ れは字 を機械的に覚

えるとか機械的 な記憶が良い とかい う以上に発

達 の指標 として大切 なことだろ う.ボ タ ンを押

す と何時何分 と発声す る,文 字板 もない音声パ

タ ーン自動合成 システムの時計では,そ の時刻

を記憶 ・復唱できない3歳 児 も,日 常 の生活 の

中で母親が 「もう6時15分 な のね 」と言 えば同

じよ うに反復できるのである.

2.顔 の認知 と描画

幼児が絵 らしきものとして描き出 した顔 はま

ず母親の顔であ り,父 親の顔である.こ れは乳

児期における,母 親 の微笑に応じて微笑す る表

出行動 と本質的につなが っていると言 える.乳

児 の微笑は子 どもが母親 と関係 を共有する場で

生 じていたが,こ れ も第三者の観察からすれば

模倣になぞ らえうるだろ う.こ の意味で模倣 と

い う用語を使 うな ら,母 親の顔 を描 き始めるの

も,母 親 の顔の写実ではな くて模倣 として描き

出されるのである.こ の過程 をWcrner,H.&

K:aplan,B.(1974)の 解説 にしたが ってま と

める.と次 のようになる.

描画 による表出以前に身振 りによる描 出行動

が ある.例 えばWernerの2歳9ヵ 月の甥 は河

岸に繋 がれた船が波 の上下に伴 って上下する様

を,両 肩 を交互に上げ下げして真似たのだが,

この種 のく描写的〉身振 りの形成は,現 実の事

象 をそれ 自体表現的な媒体に翻訳 しはじめたこ

とを物語 ってい る.そ していよいよく描画〉の

段 階に至 っても,そ れはこの種 の身体活動の延

長上に現れるのである.描 画の最 も初期の形態

はな ぐり描きであるが,こ れは腕の運動 を平面

に投影 させたものである.2歳 ～4歳 の子 ども

た ちについても,円 を描 くよ うに指示する と,

まず頬 をふ くらませ,そ れか ら大きな円 を描 く

ことが ある.こ うして,対 象が丸ければ柔 らか

い筆使 いで表 され るのである.と もあれ ,な ぐ

り描 きの段階か ら視覚内容の図面的表現の段階

へ移行する過程 には ,目 に見 えたもの を身振 り

的模倣 に翻訳 した上で描画す るとい う段階があ

るよ うに思われる.

描 画の過程を発達に沿 って追 うと,む ろん幼

児 の描画を感覚運動 パターンの活用 とい う側面

のみで貫いてみることはできないだろ う.最 初

の段階 では模倣 と遊 び,情 緒面 と知的面が渾然

としていても次第に造型的意図がは っき りして

くる,し か しどの段階でも,描 画 を培 う基底 を

な してい るのは描写 されるもの以外の,そ の素

地 をなす 日常 の人 間 関係 や事物 との関係であ

り,そ れに拠 る行動であ って,や がてこの関係

や行動が描画の諸側面に表れてくる.こ うなる

と周囲 の成 人に とっても描いた ものがわかるよ

うになる.

描 画の時間的持続性 も発達 とともに伸びてゆ

くのである.2歳 のな ぐり描 きを経て3歳 に至:

れ ば,「 これ,マ マ」 と対象 の意味づけが行わ

れ,そ ういえばそうだが と見れる程度の丸や三

角が描 き出されるが,こ の頃は まだ短時間で ク

レヨンを投げ出して他の遊 びへ と移 ってしまう.

だ が4歳 にな って,丸 い顔 に目,鼻,口 と過大

・過小 ・不均衡はあ って も一応はそれな りの位
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置づけができるようにな り,線 描きの絵の色づ

けもあま りはみ 出さないようにな り,さ らに周

囲の成 人が描いた絵 の部分的な模倣や延滞模倣

がさかんに行われるようになる と描画の持続時

間も急速 に増大する.

幼 児 らしい描き:方の工夫 もまた日常 の生活環

境 と十分に結びついている.猫 を可愛が ってい

る家庭 で,Xマ スの家族パ ーテ ィを翌年の正月

が明けた頃にな って描いたある3歳 児は,御 馳

走のあるテーブルを囲む,丸 に 目鼻の父親 ・母

親その他の親族の傍 らに,猫 が寝ている布団を

四角に描いてその中に尖 った三角の耳 と目をつ

けた猫 を描いた.つ いでその猫が猫 ドア ーか ら

出てい った ところと称 して,『画用紙 の布団を描

いた部分 を鋏 でコの字に切 って開けるようにし

て裏側にも猫を描いたのである.こ れには,見

えないでも知 ったことを描 く傾 向やいわゆる レ

ン トゲン描法,ま たは立体絵本か らの延滞模倣

な どの幼児 らしい特性が絡んでい るが,環 境が

独特の ニュアンスを与 えてい るこ とが注意 され

よう.要 す るに,子 どもの描画はそれ自体 とし

て さまざまな心理 ・身体的諸機能の未分化な混

在 を示すけれ ども,同 時に環境 との未分化な関

係 もその行動過程 に現れ る.そ して,こ れ らは

部分的には成人になっても残 るところがあるよ

うである.例 えば,多 くの右利 きの人の"顔 の

絵"に おいて,幼 児 と成人 を問わず,左 向きが

多い とい う指摘(加 藤,1977)か ら身体性 との

関連が示唆 され るのである.

子 どもの描画か ら子 どもの遊 びに触れておこ

う。描画 も遊びの一種だが遊びでとくに注 目さ

れるのは 自発性 との関連である.既 に乳児期か

らその萌芽が見 られる.3ヵ 月の乳児は唇で母

親の乳首 をしゃぶ りなが ら顔は周 りでは しゃぐ

姉(4歳)を 目で追い,手 は母の胸 をし っか り

とつまんでい る.そ れまでは専 ら吸乳だけだ っ

たのが今や 「～なが ら」飲んでお り,ま たそれ

までは単に受動的 に抱かれるだけだったのが 自

ら母にしがみつ くようになるのである.

幼 児期に至 ると,女 児 のおままごとや 男児の

・ゴ
ッコ遊 びは自発性の高ま りの中で未来 の生活

への準備段階の意味 と半ば現実的 ・半ば空想的

な創造性 をもつ といわれている.こ こでは例 え

ば,男 児はス ーパ ーマ ソの格好 をして跳ね回る

ことで暫時の万能感にひたるわけだが,そ の際

には特有のジェスチャーと表情がつ くられてい

る.そ して時には夜店 で買 ってもらったスーパ

ーマ ンのお面が当人 をして ます ます夢中にさせ

るのだが,夕 べの鐘が鳴 り出す と家路を急 ぐ現

実への立ち戻りが,役 割 と役割を統合する心 を確

実に育ててゆ くのである.

3.子 どもを取 り巻 く親たち,成 人たち

人間は出生するとともに小 さな一つの世界 を

創 り出すが,成 長につれてそれは次第には っき

りしてきて,ま た どん どん大きくな ってい くが,

現 実の世界 とその子の世界がまるで互い に"入

れ こ"の ように関わ り合 う有様はこどもの顔 を

支点にして捉 えられる とともにその子の顔 を見

る周囲の成人 の側からも押 さえられ る.生 まれ

たばか りの人間の赤ん坊は親をはじめ とす る周

囲の成人のケアーなしには生存 しえないか ら,

ひ弱で無力な存在 と見 られやすい.だ がMoreno,

J.L.(1953)は こ うした発想 とは著 しく違 っ

た立場 をとっている.Morenoの 思想 の基 本 は

人間における 自発性 のあ りようである.成 人は.

機械文明のきずなによ り,役 割 に縛 られてロボ

ットのよ うに 自発性 を失 っているが,赤 ん坊は

未来 に向かって無限の可能性 をもつ 自発性 に満

ちてい る.さ らにMorenoの 自発 性 は単に自分

か ら何かをす ることだけでなく,他 人に何か を

行わせ る力で もあるのだが,そ の意味では赤ん

坊は人間関係 をひとりでにつ く りだすほ どの自

発する力を具 えている.そ の子が生まれる前か

ら両親や親族は大 きな期待を寄せ,生 まれた時

か ら周囲の多 くの成人たちの注意を一身に集 め

るか らである.

誕生直後 の新生児の顔は皺が多 くて 目鼻立 ち

も整 ってお らず,い わば人間 らしい顔 をしてい

ないか ら,そ の赤ん坊 と関係の薄い他人にとっ

てはとくに可愛い とは思えな い(お 世 辞 に は

「可愛いです ね」とい う)が,父 母や租父母に

は本当に可愛 らレく感 じられて,さ らには 「な

んて綺麗な赤 ち ゃんだろう」な どと一人ご とを

言 った りす る.既 に述べたように,3ヵ 月も経

って乳児が自然にしかもは っき りと微笑むよ う
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になると,母 親や血縁 の家族にはとにかく可愛 く

てたま らな くなる.

上 述 の母 一 子 関係は誕生後一年ほ ど経 って

赤 ん坊がはじめて言葉 のような ものを発する際

にもはた らいている.一 般に,発 語以前 におけ

る赤 ん坊の身振 りや身体活動は言葉の前駆的な

表れ とみなされている.こ の過程に母親 の身振

りと言葉が絡むのである.他 方,Picard,M.

(1948)は 身 振 りから段階的に言葉へ とた ど り

つけない とし,む しろ 「身振 りか らの解放 とい

う創造的行為があ らゆる子 どもにおいてもう一

度遂行 される」 と述べている.だ がそれが一つ

の創造だ として も母親 との関わ り無 しには果た

されにくいものなのであ り,身 振 りが言葉の前

駆的表れであるか否かの問題は この文脈か らす

れば一応傍 らに置いておいてよいだろ う.

幼 児は,ま だ言葉になっていない発声に伴 っ

て適 当な吐気 ・吸気運動 を行 ってい る.こ れが

まず母親の注意を引 くわけで,発 語の前か ら乳

児は聞 き手 一 初 めての聞き手 をもつのである.

発語は両唇 と舌蓋 の活動に呼応す るのであ り,

こ のメカニズムを基盤 にして言葉は急速に発達

するのだが,発 声 と結びついて母か らの子 ども

の顔 の凝視 とかけ声,そ して子 ども側か らは手

や足 をさし出 して母親に近づこ うとす る努力が

なされる.子 どもの身振 りはある意味で周囲の

成人か ら言葉の習得 に必要な素材 を引 き出して

いると言 えよう.こ のような相互作用 を通じて

最初の一語が発せ られ,以 後急速に発達 してゆ

くのである.

母 親に とってもまた祖父母や その他 の親族に

とって も自分たちの赤ん坊の可愛 らしさは特別

なものである.そ の子の静かな寝顔 を見るだけ

でもなにか安堵の気持 ちが湧 いてくる.こ の特

別な可愛 さは自分 と赤ん坊の血 の繋が りとい う

素地によるかも知れないが,心 理的 にはいわゆ

る同一視によるであろ う.赤 ん坊の痛みは自分

自身の痛みであ り,赤 ん坊の快感は 自分 自身の

快感 である.笑 いは元来,他 人 と比較 した場合

の 自分の優越感 を表 してお り,周 りに誰 もいな

い所で母親が自分の赤ん坊の顔 を見なが ら微笑

むのは 「私の赤jv坊 は世界で一番可愛 らしい 」

と思 っての ことであると述べたのはBergson,

H.だ が,こ うした感情状態が子 どもが成長 し

ても変わ らない とする と問題である.親 と子の

同一視の関係は当然子 ども側の関わ り方 によっ

て複雑にな るわけだが,子 どもの受け とり方で

かな り異な る方向をとるようになる.

た とえば,子 どもの顔への母親の注意が過剰

にな った場合,母 親が子 どもの自分の顔への敏

感 さを先取 りしてしま うよ うなこともある.も

しその子の顔 にい くらかの障害があ って,母 親

が先 々の苦労を見越 して心配 し,た えず不安 を

もちなが ら子 どもの顔 をうかが うと,ひ とりで

に子 ども自身が自分の顔 に過度 に気遣 うよ うに

なるだろう.顔 のこ とでやがて苦労す るのでは

ないか とい う親の不安がそのまま子 ども自身 を

して必要以上 に顔のことで苦労するようにさせ

て しま うかも知れない.む ろん改善のための処

置 も必要だ し苦労に耐 えうる意志を育てること

も望 まれるが,つ ま りはこれか らの子 ども自身

の心構 えを信 じる他はない.傷 のあるこ とや生

来的な アザのために周囲か ら排斥やい じめを受

けた りしない よう,多 少の侮辱は問題 にせぬよ

う,劣 等感に さいな まれて自ら否定的な考 え方

や生 き方に陥 らぬよう,そ うした重荷 を重荷 と

感ずる ことな く元気に生き抜いてゆき,本 人 な

りに幸せをしっか り掴むよ うに祈 り,期 待す る

ことである.

甘や かしや我 がままはどのような場合 も避 けね

ばな らない.子 どもの欲求がそのまま母親 の欲

求にす り変わ り,ほ とん どの欲求が通 るとい う

体験 を重ねた子 どもは母親の気づかない うちに

この関係 を利用するようになる.子 ども独自の

自我意識は急速に拡大 し,母 親 とは異なる方向

性 をもつ ようになる.3歳 過 ぎでかな りわが ま

まにな った子 どもに無策な母親が認め られ る.

5歳 にもな って,デ パ ー トで欲 しい ものを買 つ

てもらえない となるとフロアーに寝転がって横

目で親の顔 を見 なが ら泣 きわめ く子 どもをま っ

た く叱れない母親はその端的な例である.

青 年期の問題 として子 どもの親離れの困難 と

ともに親の子離れが取 り上げ られるが,こ うし

た親 の態度 は既に幼児期 に見出せる と思 う.母

親の側か らの子 どもへの癒着は子 どもだけが 自

分の人生 のすべてと感じるよ うな,予 どもkの
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著 しい依存心に発してい る,こ うした母親の態

度は母親 自身の過去体験 に基づ くとい う考 え方

もあるが,む しろ母親 とその子の父親つま り夫

婦関係に拠る場合が多い.父 親の子 どもへ の愛

情 はむろんのこと,母 親への愛情や思いや りが

安定 した関係 一 過度に癒着せず,過 度 に分離

しない母子関係 一 の素地になるであろう.

子 どもにとって社会の中での生 き方 を父親 を

通じて学ぶ とい う意味で父親は母親 とは異な っ

た役割 をとる.だ が主に母親 どの関係に終始す

る乳幼児期 においても,父 親 との関係は潜在的

に社会生活への レデ ィネスを支 えるとい う意味

をもつ.

第二次大戦前には母親が乳児 を背中におぶ っ

て街を歩いている姿 をしばしば見 かけた.こ の

場合,子 どもは直接に母親の顔は見 えないが,

母 の背 を胸に感 じて母 と一体化 しなが ら,そ の

肩越 しに街 一 世の中 を見て,母 とともに街路

を前進したのである.こ うして知 らず知 らずの

うちに子 どもは自分が社会に生 きてい るこ と,

母親に導 かれて世の中に出立ついてゆ くべきこ

とを覚 えるのだ とい う.敗 戦後 はこのような姿

は,大 都市では とくに,ほ とん ど見れな くな っ

た.母 親たちは胸の前に子 どもを吊 り下げ るか

たちで抱いて動 くのであるが,こ れは欧米的な

や り方で,そ のや り方がフ ァッシ ョソとしてと

り入れ られたようだ.元 来,欧 米の親子関係は

互いに独立の存在 としての面が強 く打 ち出され

ているか ら,こ うした抱き:方だけを指 して問題

にす るこ とはない.だ が胸の前 た抱いて顔 を絶

えず見合 うことで親子 の情愛の深 まりとともに

癒着が促 され ることもあるだろ う.背 負 うや り

方は,あ るいは日本文化に適 した自立心の培い

方であったかも知れない.少 な くとも戦前につ

いてはそ のよ うに言 えるだろ うし,現 代もそこ

か ら受 け取れるものがあるだろ う.

父親は子 どもか らする とまさにその背 を見て

育つべき存在である.子 どもに とって母の顔 と

父の顔 の意味は,父 との関係が基本的に子 ども

の人生に とって面対面 のや りとりを主要な焦点

に していない点で違 っている.児 童期を過 ぎる

頃 ともなれば,父 も子 も顔をまともに合わす と

テ レて しまう.父 は子にとって全体 としての存

在の重みであ り,顔 を見合 うところのや りとり

で解決す る問題に関わることに主な役割を負 う

ものではない.だ が 「父親は現実に存在 し生き

生 きとしているとい うことを,子 どもが十分に

感 じとれる程度に,姿 を見せなければな らない.

両親がいるこ と自体 に安定できる要素がある 」

(Winnicott,D.W.,1964).仕 事 で留守が

ちの父親が帰宅 した時の幼児の笑顔は比べ よう

がない.し か も弟妹の誕生で母が産院にいる間,

大好 きな父だけ と過 ごす3歳 児は 「もう一人足

りない」 と言 って周囲 を笑わせ るのである.

「父親が子 どもの人生を豊かにしてい く方法

は,ち ょっとひ と口では話せません.と い うの

は,そ の可能性は,非 常に広範 に及んでいるか

らです.子 どもは父親のことをじっと見ていて,

子 どもの目に写る,あ るいは写 っていると思 っ

ているものか ら理想の父親像 を,少 な くともそ

の一部分 を作 り上げるのです.朝 にな って出か

け,夜 にな って帰宅する父親の仕事のよ うす が

徐 々に明らかにな って くると,子 どもの前には

新 しい 世界 が 展 開 され て くる のです.」 と

Winnicottは 言 ってい る.

引 用 文 献

Feyereisen,P.&Lannoy,J-D.:Gesture

andspeech.Cambridge.Univ.Press,N.

Y.,1991.

加藤 孝義:顔 の描 画 にお け る方 向 の偏 向 性 に つ

い て 日本心 理 学 会第41回 大 会 論 文集754～

755,1977.

Moreno,J.L.Whoshallsurvive?

BeaconHouse,N.Y.,1953.

大 山摩 希 子:幼 児 に おけ る顔 の再 認 につ い て

心 理 学 研 究63巻4号248～255,1992.

ピカ ー ト,M.佐 野 利 勝(訳):沈 黙 の 世 界

みす ず 書 房1964(Picard,M.:DieWeltdes

Schweigen.EugenRentsch,Erlenbach-

Zurich,1948)

高 橋 道 子:顔 模 型 に対 す る乳 児 の微 笑 反 応 ・注

視 反 応 ・身 体 的 接 近 反応 ・泣 き につ い て の横 断 的

研 究 心 理 学 研 究44巻3号124～134,1973.

滝 浦 静 雄:言 語 と身体 岩 波 書 店1978

一27一



r人間科学研究』文教大学人間科学部 第15号1993年 臺 利夫

ウ ェ ル ナ ー,H./カ プ ラ ン,B.柿 崎 祐 一(監

訳)シ ン ボ ル の 形 成 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房1974

(Werner,H.&Kaplan,B.:Symbolfor-

mation.Wiley,N.Y.,1974)

ウ ィ ニ コ ッ トD.W.猪 股 丈 二(訳):子 ど も

は な ぜ遊 ぶ の 星 和 書 店1986(Winnicott ,D.

W.:Thechild,

out-sideworld.

Books,1964)

thefamily,andthe

PartII,III.Penguin

一28一


